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2面 第51回よろず勉強会
3面 地域で暮らすためにみんな
 で考える
４面 福祉マップで福祉アップ
５面 核兵器のない世界へ

10
月
６
日
（
日
）、
石
川
県

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル

の
た
め
の
講
演
会
「
診
療
所
で

取
り
組
も
う
!
次
の
世
代
に

胸
を
張
れ
る
抗
菌
薬
&
風
邪

薬
の
使
い
方
を
と
も
に
学
び
ま

せ
ん
か
」
が
開
催
さ
れ
、
50
人

が
参
加
し
た
。

講
師
の
永
田
理
希
氏
（
な
が

た
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）
に
は
、

こ
れ
ま
で
３
回

に
わ
た
っ
て
当

会
の
よ
ろ
ず
勉

強
会
で
ご
講
演

い
た
だ
い
て
い

る
が
、
抗
菌
薬

の
適
正
使
用
は

広
く
ク
リ
ニ
ッ

ク
全
体
で
取
り

組
む
べ
き
問
題

と
考
え
、
当
会

学
術
・
保
険
部

会
の
目
玉
企
画

で
あ
る
「
医
師

と
コ
・
メ
デ
ィ

カ
ル
の
た
め
の

講
演
会
」
に
取

り
上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

自
分
の
診
療

ス
タ
イ
ル
が

確
立
し
て
い

る
「
ベ
テ
ラ

ン
」
は
、
世
の

中
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
に
気

が
付
い
て
い
な

い
こ
と
が
筆
者

も
含
め
往
々
に

あ
る
。
あ
る
い

は
気
が
付
い
て

も
、
そ
の
診
療

ス
タ
イ
ル
が
患

者
さ
ん
た
ち

に
“
賛
同
”
さ

れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
変
え
る

こ
と
は
容
易
で
な
い
。
し
か
し

す
で
に
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性
菌

保
菌
者
の
出
現
が
報
告
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
も
し
こ
れ
が

市
中
に
蔓
延
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
こ
れ
は
原
発
の
メ
ル
ト
ダ

ウ
ン
に
匹
敵
す
る
一
大
事
。
入

院
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
外
来

で
の
抗
菌
薬
の
誤
使
用
は
、
私

ど
も
が
変
え
て
い
く
し
か
な

い
。
さ
ら
に
新
聞
報
道
で
も
記

憶
に
新
し
い
市
販
の
風
邪
薬
依

存
症
の
問
題
も
あ
る
。
市
民
の

健
康
を
む
し
ば
む
依
存
性
の
強

い
睡
眠
薬
含
有
風
邪
薬
が
堂
々

と
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
さ

れ
、
売
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
性
の
強
い

講
演
会
テ
ー
マ
は
、
敬
遠
さ
れ

や
す
い
き
ら
い
は
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
４
回
目
を
迎
え
た
今

回
、
着
実
に
会
員
参
加
者
が
増

え
つ
つ
あ
る
手
応
え
を
得
た
。

永
田
氏
は
権
威
あ
る
人
の
意
見

を
丸
の
み
に
せ
ず
、
自
ら
の
臨

床
で
遭
遇
し
た
疑
問
と
そ
の
解

決
を
仲
間
と
共
に
考
え
る
「
感

染
症
倶
楽
部
」
を
立
ち
上
げ
、

す
で
に
３
千
人
以
上
が
登
録
し

て
い
る
と
い
う
。
新
し
い
時
代

の
リ
ー
ダ
ー
の
出
現
に
羨
望
と

期
待
を
抱
く
と
共
に
、
氏
の
活

動
を
地
道
に
応
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

歯
科
学
術
講
演
会

理
事

　濱
田

　久
（
か
ほ
く
市
・
歯
科
）

顎
関
節
症
の
治
療
法
最
前
線

９
月
29
日
（
日
）、
ホ
テ
ル

金
沢
に
て
、「
顎
関
節
症
の
最

新
の
考
え
方
と
治
療
法
〜
世
界

標
準
的
視
点
か
ら
〜
」
と
題
し

て
歯
科
部
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
41
人
が
参
加
し
た
。

講
師
は
日
本
顎
関
節
学
会
理
事

で
、
東
京
都
で
グ
リ
ー
ン
デ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
さ
れ

て
い
る
島
田
淳
先
生
。

講
師
に
よ
れ

ば
、
顎
関
節
症

に
対
す
る
咬
合

調
整
や
補
綴
主

導
の
治
療
の
弊

害
か
ら
、
米
国

で
は
２
０
１
０

年
に
顎
関
節
症

（
T
M
D
）
の

診
断
と
治
療
に

関
す
る
基
本

声
明
（
米
国

歯
科
研
究
会
）

が
出
さ
れ
、

２
０
１
３
年
に

診
査
・
診
断
の

基
準
（
D
C
／
T
M
D
）
が
作

ら
れ
た
。
日
本
で
は
こ
れ
を
基

に
２
０
１
８
年
に
日
本
顎
関
節

学
会
が
治
療
方
針
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
し
て
い
る
。

顎
関
節
症
の
病
態
は
疼
痛
部

位
で
、
咀
嚼
筋
の
Ⅰ
型
、
顎
関

節
の
Ⅱ
型
、
関
節
内
で
円
板
障

害
の
Ⅲ
型
（
a
復
位
性
、
b

非
復
位
性
）、
変
形
性
顎
関
節

症
の
Ⅳ
型
に
分
類
さ
れ
て
き
た

（
D
C
／
T
M
D
で
は
頭
痛
の

チ
ャ
ー
ト
も
追
加
）。
そ
の
病

因
と
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
、

咬
合
、
姿
勢
、
睡
眠
の
異
常
も

あ
る
が
、
閉
口
筋
の
緊
張
を
も

た
ら
す
T
C
H
（
歯
列
接
触

癖
）、
食
い
し
ば
り
や
、
心
理

社
会
的
ス
ト
レ
ス
も
大
き
く
関

与
し
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
、

顎
関
節
症
は
本
質
で
見
れ
ば
運

動
器
の
機
能
障
害
、
心
身
症
、

他
疾
患
の
共
存
症
と
捉
え
る
こ

と
も
で
き
る
。

初
期
治
療
に
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
と
セ
ル
フ
ケ
ア

を
合
わ
せ
て
行
う
が
、
従
来
の

ス
プ
リ
ン
ト
療
法
、
薬
物
療
法

の
他
に
、
運
動
療
法
や
認
知
行

動
療
法
的
な
治
療
・
対
応
が
加

わ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

状
で
は
検
査
や
時
間
の
か
か
る

医
療
面
接
は
保

険
収
載
さ
れ
て

お
ら
ず
、
大
き

な
課
題
と
な
っ

て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

最
後
に
お
話
し

さ
れ
た
、
歯
科

医
師
に
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
則
っ

た
知
識
と
技
術

が
あ
れ
ば
、
顎

関
節
症
の
ほ
と

ん
ど
は
簡
単
に

治
癒
す
る
、
と

の
言
葉
に
大
変

勇
気
づ
け
ら

れ
た
。

国
際
放
射
線
防
護

委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
）
が
、
原
発
事
故

後
の
放
射
線
被
曝
防

護
基
準
見
直
し
に
対

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
ひ
っ
そ
り
と
募
集
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
勧

告
で
は
、
原
発
事
故
後
の
緊
急

時
に
は
１
０
０
〜
20
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
、
回
復
期
に
は
年
間
20

〜
1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
間
に

参
考
レ
ベ
ル
を
置
き
、
被
曝
の

低
減
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
て

い
た
。
し
か
し
こ
れ
を
緊
急
時

は
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、

回
復
期
は
上
限
10
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
、下
限
は
な
し
と
、
基
準
を

緩
和
す
る
方
針
で
あ
る
▼
こ
の

見
直
し
案
は
、
戦
争
被
爆
国
で

あ
り
福
島
原
発
事
故
を
起
こ
し

た
国
で
生
活
す
る
者
と
し
て
、

そ
し
て
子
ど
も
や
妊
婦
も
含
む

一
般
人
に
は
到
底
受
け
入
れ
が

た
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
福

島
原
発
事
故
当
時
や
そ
の
後
の

被
災
者
の
被
曝
線
量
の
測
定
と

推
計
、
福
島
県
の
小
児
甲
状
腺

が
ん
に
関
す
る
把
握
な
ど
に
疑

念
も
残
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
こ
の

案
を
撤
回
し
、
福
島
原
発
事
故

の
検
証
、
福
島
県
に
お
け
る
被

曝
状
況
や
そ
の
影
響
に
対
す
る

調
査
を
行
っ
た
上
で
、
住
民
の

生
命
と
健
康
を
守
る
視
点
か
ら

被
曝
の
低
減
に
努
め
る
策
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
▼
今
年
3
月
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
二
カ
所
の

モ
ス
ク
が
銃
撃
さ
れ
、
50
人
の

死
者
が
出
る
テ
ロ
が
起
こ
っ
た
。

テ
ロ
直
後
、
ジ
ャ
シ
ン
ダ
・
ア
ー

ダ
ー
ン
首
相
は“T

hey are us”

と
ス
ピ
ー
チ
し
て
い
る
。
原
発

事
故
に
お
い
て
も
、
こ
の
言
葉

を
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
と
分
か
ち

合
い
、
被
災
し
た
人
々
に
寄
り

添
っ
て
い
き
た
い
。

質疑応答も活発に行われた（10月6日・地場産業振興センター）

講師の永田理希氏

医師とコ・メディカルのための講演会

副会長　小川　滋彦（金沢市・内科）

次の世代に胸を張れる
　抗菌薬＆風邪薬の使い方

講師の島田淳先生

41人が参加し開催された（9月29日・ホテル金沢）
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対
応
で
き
る

医
療
機
関
は
少
数

９
月
26
日
（
木
）、
第
51
回

よ
ろ
ず
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
岡
部
診
療
所
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
精
神

保
健
福
祉
士
）
の
西
念
奈
津
江

先
生
で
、
タ
イ
ト
ル
は
「
わ

か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
や
め
ら
れ

な
い
〜
生
き
づ
ら
さ
か
ら
読
み

解
く
依
存
症
〜
」
で
し
た
。
多

職
種
を
含
め
20
人
以
上
の
参
加

が
あ
り
、
ま
た
女
性
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
平
素
よ
り
も

華
や
か
な
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま

し
た
。

西
念
先
生
は
日
々
、
依
存
症

外
来
の
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ッ
チ
を

担
い
、
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は

飽
き
足
ら
ず
、
薬
物
依
存
症
の

克
服
で
大
変
有
名
な
Ｄダ

ル

ク

Ａ
Ｒ
Ｃ

（
薬
物
依
存

症
の
回
復
支

援
施
設
）
に

も
深
く
関

わ
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

「
依
存
症
患

者
の
更
生
に

携
わ
る
」、

か
な
り
現
実

的
で
重
く
暗

い
講
演
に
な

る
の
で
は
な

い
か
と
予
想

し
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
先
生
の
軽
妙

で
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
講
演
力
に

よ
り
、「
依
存
症
っ
て
、
こ
う

い
う
プ
ロ
セ
ス
を
踏
め
ば
社
会

復
帰
し
て
い
け
る
ん
だ
！
」
と

い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
、
依

存
症
と
い
う
病
気
に
対
す
る
認

識
に
新
し
い
見
解
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

次
の
通
り
で
す
。

①
そ
も
そ
も
す
べ
て
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
精
神
科
の

医
療
機
関
が
当
然
の
よ
う
に
依

存
症
を
診
て
く
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
逆
に
診
て
く
れ
な
い
施

設
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。

②
依
存
症
に
対
す
る
偏
見
は

Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｃ
へ
も
向
い
て
い
る
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
が
最

も
多
く
、
な
り
や
す
い
。
最
も

手
に
入
り
や
す
い
薬
物
だ
か
ら

で
あ
る
。

④
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
更

生
や
社
会
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

世
界
中
に
、
自
助
会
を
含
め
広

が
っ
て
い
る
が
、
治
療
、
支
援

機
関
、
制
度
も
含
め
て
日
本
は

ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
。

⑤
依
存
症
は
決
し
て
離
脱
し

き
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
原

因
と
な
っ
て
い
る
そ
の
人
の
社

会
的
立
場
、
交
友
関
係
の
修
復

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
含
め
た

社
会
復
帰
が
目
的
で
あ
る
。

⑥
少
な
い
な
が
ら
も
石
川
県

に
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で

依
存
症
患
者
の
社
会
復
帰
に
向

け
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
は
い

る
ん
で
す
！

「
社
会
か
ら
必
要
と

 

さ
れ
て
い
る
の
か
？
」

講
演
を
通
し
て
、
依
存
症
患

者
が
病
気
に
陥
る
と
き
も
、
復

帰
す
る
と
き
も
、
大
き
く
関
係

し
て
く
る
こ
と
は
「
自
分
は
世

の
中
の
役
に
立
っ
て
い
る
の

か
？
」
と
い
う
極
め
て
「
真
面

目
な
」
意
識
だ
と
思
い
ま
し

た
。
つ
ま
り
、「
自
分
は
社
会

か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
の

で
は
？
」
と
深
く
感
じ
て
し

ま
っ
た
時
に
依
存
症
に
陥
り
や

す
く
、
逆
に
そ
こ
か
ら
復
帰
す

る
に
は
「
自
分
は
社
会
か
ら
必

要
と
さ
れ
て
い
る
！
」
と
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
治
療
や
支
援

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

依
存
症
は
薬
物
療
法
な
ど
も

も
ち
ろ
ん
場
合
に
よ
っ
て
は
必

要
で
す
が
、
医
学
的
知
識
だ
け

で
は
救
え
ず
、
心
理
学
的
・
社

会
的
な
支
援
が
重
要
な
疾
患
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
変
理
解

で
き
ま
し
た
。

2019年10月13日（日）〜14日（月・祝）の両日、「過去・いま・未来〜これか
らの医療をデザインする」をメインテーマとし、第34回保団連医療研究
フォーラムが開催されました。会場のグランキューブ大阪には、全国から医
師・歯科医師・スタッフ・市民など816人の参加がありました。石川県保険
医協会からは、大川義弘氏が分科会にて演題発表を行いました。以下、発表
内容を掲載します。

【目的】
認知症当事者自身が認知症に対する
偏見にとらわれ苦しんだと話されてい
ます。私たち医療介護に従事するもの
が認知症に対してどういう見方・感じ
方をしているのかは、認知症の方への
医療介護の提供上、極めて重要です。
今回、認知症に対するスティグマを医
療介護の多職種に実施し、その実態を
明らかにすることを目的としました。

【方法】
対象は、当院が所属する法人などの、病院、診療所、グループホーム、小
規模多機能型居宅介護、短期入所生活介護などの職員346人です。看護師153
人、介護職98人、リハビリテーション専門職56人、その他40人です。残念な
がら医師は入っていません。日本介護経営学会調査研究ワーキンググループ
が作成した認知症スティグマ尺度を実施しました。その結果を職種別、勤務
別などで差があるかどうかを検討しました。

【結果】
認知症スティグマには、認知症の人に対する「排除・回避」「意識や行動」
などの意識・知識に関する項目を客体的スティグマ（OS）と呼び、自分が
認知症になった時を想定した自分自身に対する主体的な認知症観を主体的ス
ティグマ（PS）と呼びます。各群、及び同一職種でも職場別に差があるか
どうかを検討しました。OSは
看護師と介護職間とリハビリ
テーション専門職と介護職間で
有意差が、また急性期病棟看護
師と診療所・施設看護師間、及
び療養病棟看護師間で差が見ら
れました。PSはケアマネジャー
と他職種間で差が見られま
した。

【考察】
看護師でも急性期病棟看護師
と療養病棟看護師や病院外勤務
の看護師との間に主体的スティ
グマに差が見られましたが、客
体的スティグマに差はありませ
んでした。認知症に関する意識
や知識に差はありませんが、自
分自身が認知症になったときの
否定的なイメージには差があ
り、このことは認知症の方のケ
アがどう行われているかが影響
していると考えられます。客体
的スティグマはケアマネジャー
と他職種間で差があり、ケアマ
ネジャーの認知症への理解が高
いことを示していると思われ
ます。

第
51
回 

な
ん
で
も
学
術
！
な
ん
で
も
回
答
？
よ
ろ
ず
勉
強
会

井
沢

　朗
（
金
沢
市
・
内
科
）

生
き
づ
ら
さ
か
ら
読
み
解
く
依
存
症

わ
かっ
ち
ゃ
い
る
け
ど

　
　
　
　
　

 

や
め
ら
れ
な
い

講師の西念奈津江先生

第34回保団連医療研究フォーラム

大川　義弘（金沢市・内科）

第1分科会 在宅医療・介護

医療・介護の各職種別の
　認知症スティグマは異なっているか

各種種別客体的スティグマ

各種種別主体的スティグマ

看護師の部署別主体的スティグマ

事務職 看護師 リハ 介護 ケアマネ

事務職 看護師
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「台風19号などの豪雨災害救援募金」 への
ご協力のお願い 

すでに「台風15号、九州北部豪雨災害救援募金への協力
のお願い」をお送りしたところですが、台風19号により各
地の会員医療機関にも被害が発生していることから、「台風
19号などの豪雨災害救援募金」とし、 8月の九州北部豪雨、
9月の台風15号、17号などを含めてこの間の豪雨被害の救
援募金として取り組むことと致しました。既に募金にご協力
いただいた分についても、台風19号を含めた募金として扱
わせていただきます。
1. 目的等／本募金は被災会員を激励する見舞金に充てます。 
2. 募金額／一口5,000円 × 口数 （5,000円以下でも構いません） 
3. 振込先／ ■郵便口座 ：00770 - 6 -1157  

■加入者名 ：石川県保険医協会  
■通 信 欄 ： 台風19号などの豪雨災害救援募金 

（ 1 口 5,000円 × 口数） 
4. 第一次締切／2019年11月末日
※送金手数料は各自負担でお願いいたします。 
※本募金は税務上の寄付金等の控除対象となりませんが、「募金特別会費」

として税務上の必要経費にできます。募金にご協力いただいた方には「募
金特別会費」として領収証をお送りします（税務上の「必要経費」扱い
とするには、確定申告時に領収証の提出が必要となります）。

石 川 保 険 医 新 聞 2019年11月15日（毎月15日発行）（2）第571号



昨
年
の
診
療
報
酬
改

定
で
厚
労
省
は
、
歯
科

に
お
い
て
も
地
域
包
括

ケ
ア
の
担
い
手
と
し
て

訪
問
診
療
や
訪
問
口
腔

ケ
ア
充
実
の
た
め
の
政

策
誘
導
を
明
言
し
た
。
今
回
の
歯
科

診
療
報
酬
に
お
け
る
点
数
配
分
の
意

図
を
十
分
に
斟
酌
し
て
い
た
だ
き
た

い
、
と
ま
で
言
い
放
っ
た
。

し
か
し
、
厚
労
省
の
意
向
を
受
け

取
る
側
の
歯
科
医
療
体
制
は
、
全

国
的
に
は
不
均
一
か
つ
貧
弱
で
あ

る
。
大
都
市
部
の
チ
ェ
ー
ン
店
化
し

た
大
規
模
診
療
グ
ル
ー
プ
な
ど
な
ら

ま
だ
し
も
、
歯
科
衛
生
士
は
お
ろ
か

受
付
す
ら
雇
用
で
き
な
い
長
時
間
就

労
の
ワ
ン
オ
ペ
診
療
所
（
一
人
の
み

の
診
療
）
や
、
近
隣
に
歯
科
衛
生
士

が
い
な
い
北
海
道
の
郡
部
、
金
沢
市

周
辺
の
よ
う
に
複
数
の
歯
科
衛
生
士

ば
か
り
か
複
数
の
歯
科
医
師
も
多
い

地
方
都
市
な
ど
、
歯
科
医
院
の
規
模

の
み
な
ら
ず
歯
科
ス
タ
ッ
フ
の
地
域

偏
在
な
ど
様
々
な
点
で
歯
科
医
療
体

制
の
多
様
化
が
進
行
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

国
は
こ
の
状
況
を
理
解
し
て
い
る

は
ず
だ
が
、
新
た
に
配
慮
し
た
と
す

る
施
設
基
準
や
算
定
要
件
で
も
意
味

不
明
な
点
が
残
る
な
ど
、
首
を
か
し

げ
た
く
な
る
改
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診

療
所
１
の
施
設
基
準
に
は
、
実
際
に

歯
科
訪
問
診
療
に
同
行
す
る
か
否
か

は
問
わ
ず
、
歯
科
衛
生
士
配
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一

人
歯
科
医
師
に
よ
る
診
療
所
で
は
、

貴
重
な
休
み
時
間
や
休
日
に
歯
科
衛

生
士
を
帯
同
す
る
の
は
「
働
き
方
改

革
」
に
も
逆
行
し
、
と
て
も
厳
し
い

も
の
が
あ
る
。
厚
労
省
は
最
も
多
数

を
占
め
る
一
人
歯
科
医
師
診
療
所
は

念
頭
に
無
い
の
か
と
い
ぶ
か
し
く

思
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
歯
科
医
療
供

給
体
制
の
脆
弱
さ
の
ほ
か
に
も
課
題

が
あ
る
。
診
療
報
酬
改
定
の
た
び
に

複
雑
化
す
る
施
設
基
準
や
算
定
要
件

が
そ
れ
で
あ
る
。
難
解
で
複
雑
な
算

定
ル
ー
ル
の
た
め
、
新
た
に
訪
問
歯

科
診
療
に
取
り
組
む
意
欲
を
抱
い
た

と
し
て
も
、
つ
い
つ
い
心
が
折
れ
る

と
い
う
も
の
だ
。

厚
労
省
が
自
ら
の
政
策
誘
導
を
是

と
す
る
な
ら
ば
、
単
に
、
外
形
的
施

設
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
歯
科
診
療
所

を
増
や
す
誘
導
で
は
な
く
、
訪
問
診

療
件
数
の
増
加
や
患
者
満
足
度
の
改

善
に
繋
が
る
よ
う
に
、
き
め
細
や
か

な
配
慮
や
、
新
規
に
取
り
組
む
者
に

も
易
し
い
制
度
設
計
を
再
構
築
し
、

国
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
歯
科

医
療
を
提
示
す
る
義
務
が
あ
る
。

多
様
な
医
療
体
制
を

 

考
慮
せ
よ

歯
科
・
施
設
基
準

「
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
み

ん
な
で
考
え
る
」、
私
は
人
権

保
障
（
尊
重
や
支
援
で
は
な

く
）
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

1  

人
権
保
障
の
視
点
か
ら
│
住
み
続
け
る
権
利

基
本
的
人
権
・
人
権
と
は
、

生
き
る
基
本
の
保
障
で
す
。
地

域
で
暮
ら
す
と
い
う
古
込
さ
ん

の
願
い
は
、
ま
さ
に
人
間
と
し

て
生
き
る
基
本
の
保
障
を
求
め

る
も
の
で
し
た
。
保
障
さ
れ
る

べ
き
人
権
は
「
住
み
続
け
る
権

利
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
は
、
貧
困
、
災
害
、
原
発

事
故
な
ど
各
地
で
生
命
権
・
生

活
権
の
奪
わ
れ
る
現
場
を
見
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
現
代
的
人

権
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
住
み
続

け
る
権
利
」
を
提
唱
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
拙
著
『
住
み

続
け
る
権
利　

貧
困
、
震
災
を

こ
え
て
』（
新
日
本
出
版
社
、

２
０
１
２
年
）
を
お
読
み
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
が
、「
人
権
、

権
利
は
、
人
々
の
生
活
実
態
の

中
か
ら
主
張
さ
れ
、
人
権
の
た

め
の
『
努
力
』struggle

（
憲

法
97
条
）
に
よ
っ
て
権
利
と
し

て
最
高
位
の
人
権
に
ま
で
高
め

ら
れ
、
そ
の
保
障
が
国
家
の
義

務
と
さ
れ
る
」、
と
い
う
立
場

で
す
。

「
住
み
続
け
る
権
利
」
は
22

条
の
居
住
移
転
の
自
由
は
じ
め

憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。「
住
み
続
け
る
権
利
」

の
大
前
提
は
、
自
己
決
定
と
選

択
の
自
由
の
原
理
で
す
。
何
処

で
あ
れ
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
に

住
む
か
、
新
天
地
に
住
む
か
自

分
が
選
び
、
決
め
る
こ
と
が
で

き
、
選
ん
だ
先
で
の
生
活
も
自

分
で
決
め
ら
れ
る
、
そ
の
自
己

決
定
を
、
国
、
自
治
体
の
責
任

に
お
い
て
諸
制
度
に
よ
っ
て
保

障
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
住
み
続
け
る
権
利
の
核

の
一
つ
が
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
・
ケ
ア
、
居
住
等
を
保
障
す

る
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
制
度

で
す
。
ど
ん
な
に
重
度
障
害
の

あ
る
人
で
も
、
ど
こ
に
住
む

か
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
す
る

か
自
分
で
決
め
ら
れ
る
独
立
生

活
を
す
る
、
そ
の
自
己
決
定
の

た
め
の
選
択
肢
―
施
設
か
、
自

宅
か
、
別
の
家
か
―
が
保
障
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で

す
。
十
分
な
量
と
質
の
ケ
ア
が

保
障
さ
れ
れ
ば
、「
重
度
の
障

害
者
」
は
存
在
し
な
く
な
り
、

す
べ
て
の
人
が
人
間
と
し
て
の

尊
厳
あ
る
生
活
を
送
れ
る
わ
け

で
す
。

知
的
障
害
の
あ
る
人
19
名
が

殺
害
さ
れ
た
、
津
久
井
や
ま
ゆ

り
園
事
件
を
巡
っ
て
も
、
施
設
、

在
宅
、
地
域
生
活
へ
の
移
行
の

議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
（
井
上

他
編
著
『
い
の
ち
を
選
ば
な
い

で
─
や
ま
ゆ
り
園
事
件
が
問
う

優
生
思
想
と
人
権
』
大
月
書
店
、

近
刊
、
参
照
）。
こ
れ
は
二
者
択

一
で
な
く
自
己
決
定
の
選
択
肢

と
し
て
考
え
る
べ
き
で
す
。
北

欧
で
は
、
施
設
も
個
室
の
段
階

で
は
な
く
ま
さ
に
家
の
保
障
と

な
っ
て
い
ま
す
。
適
切
な
ケ
ア

を
受
け
な
が
ら
自
己
決
定
に
基

づ
き
、
ど
こ
に
住
む
か
を
選
び

自
由
な
生
活
が
送
れ
る
。
そ
ん

な
自
宅
で
は
な
い
「
別
の
家
」

が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

2  

本
人
の
人
権
、
家
族
の
人
権
、
に
な
い
手
の
人
権

さ
て
、
古
込
さ
ん
の
強
い

「
地
域
で
暮
ら
し
た
い
」
と
い

う
願
い
、
住
み
続
け
る
権
利

は
、
短
時
間
で
は
あ
り
な
が
ら

実
現
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
多
く
の
人
の
支
援
、

援
助
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
本
来
の
意
味
の
人
権

保
障
と
し
て
は
不
十
分
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
住
み
続
け
る
権

利
は
、
国
民
の
人
権
と
し
て

国
、
自
治
体
（
金
沢
市
も
そ

れ
な
り
に
努
力
し
て
く
れ
ま
し

た
が
）
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
は
、
社

会
保
障
は
、
自
助
や
共
助
・
互

助
そ
し
て
公
助
だ
と
い
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
責
任
逃
れ
で
す
。

国
・
自
治
体
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
頼
み
で
な
い
24
時
間
ケ
ア
保

障
は
じ
め
、
い
の
ち
と
生
活
保

障
の
義
務
が
あ
る
の
で
す
。

住
み
続
け
る
権
利
の
保
障
の

た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
三
つ

の
人
権
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
古
込
さ
ん
は
じ

め
障
害
の
あ
る
人
、
病
気
の
人

等
「
固
有
の
ニ
ー
ズ
を
も
つ

人
」
本
人
の
人
権
、
そ
し
て
家

族
の
人
権
、
最
後
に
公
務
員
は

も
ち
ろ
ん
社
会
保
障
・
社
会
福

祉
の
現
場
で
働
く
人
々
、
す
な

わ
ち
人
権
保
障
の
に
な
い
手
の

人
権
で
す
。
こ
こ
で
は
、
家
族

の
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

障
害
の
あ
る
子
を
も
つ
親

ご
さ
ん
か
ら
出
る
こ
と
ば
が
、

「
親
亡
き
後
が
心
配
」
で
す
。

こ
れ
は
日
本
の
社
会
保
障
・
社

会
福
祉
の
現
実
が
家
族
と
り
わ

け
親
（
高
齢
者
の
場
合
は
こ
ど

も
で
す
が
）
に
ケ
ア
の
負
担
を

強
要
し
、
自
ら
の
人
生
を
犠
牲

に
す
る
よ
う
強
い
、
介
護
・
病

苦
殺
人
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な

貧
困
な
水
準
だ
か
ら
で
す
。
親

が
、
兄
弟
姉
妹
等
親
族
が
存
在

し
生
き
て
い
て
も
、
障
害
の
あ

る
人
本
人
、
家
族
の
構
成
員
が

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
人
生
を
歩

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
真
の
自
己
決
定
に
基
づ

き
介
護
・
ケ
ア
の
人
生
を
選
択

す
る
こ
と
ま
で
否
定
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
こ
ど

も
、
障
害
や
認
知
症
、
病
気
の

人
の
人
権
が
十
全
に
保
障
さ
れ

る
た
め
に
は
、
そ
の
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
一
人
ひ
と
り
の
人

権
す
な
わ
ち
自
己
決
定
に
基
づ

く
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
・
生
活
を

保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
「
出
会
い
の
家
」
が
創

ら
れ
、
人
権
保
障
に
ま
で
高
め

ら
れ
た
「
家
族
支
援
策
」
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

4  

居
な
が
ら
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

「
地
域
で
暮
ら
す
」
と
は
ど

う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

「
地
域
」
と
は
、
ど
こ
で
し
ょ

う
か
。
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
で

暮
ら
す
回
復
者
の
皆
さ
ん
の
願

い
は
、「
社
会
復
帰
」
で
す
。

病
院
は
、
施
設
、
療
養
所
は

「
地
域
」
で
な
い
し
、「
社
会
」

で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

私
が
、
群
馬
県
の
ハ
ン
セ
ン

病
療
養
所
栗
生
楽
泉
園
で
、 

国

家
賠
償
訴
訟
全
国
原
告
団
協
議

会
会
長
谺
雄
二
さ
ん
と
一
緒
に

取
り
組
ん
だ
の
は
、「
居
な
が

ら
に
し
て
の
社
会
復
帰
」「
居

な
が
ら
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
」
で
し
た
（
莇
昭
三
他

編
『
医
療
・
福
祉
と
人
権
─

地
域
か
ら
の
発
信
』
旬
報
社
、

２
０
１
８
年
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。療

養
所
を
、
ま
る
ご
と
、
さ

ま
ざ
ま
の
人
が
住
み
、
行
き
か

う
地
域
に
、
社
会
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
病
院
を
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
と
全
く
一
緒
に
論
じ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
古
込

さ
ん
の
入
院
し
て
い
た
の
は
急

性
期
病
棟
で
は
な
く
「
心
身
障

害
児
病
棟
」
で
病
院
と
福
祉
施

設
両
者
の
性
格
を
持
つ
も
の
で

し
た
。
さ
ら
に
、「
児
」
病
棟

で
し
た
か
ら
─
作
ら
れ
た
当
時

は
重
度
の
障
害
の
あ
る
こ
ど
も

が
大
人
に
な
る
と
は
予
想
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
す
が
─
本
来

は
、
大
人
に
な
っ
た
ら
「
地
域

社
会
」
で
暮
ら
す
べ
き
も
の
で

し
ょ
う
。

そ
の
体
制
、
保
障
が
な
い
か

ら
成
人
に
な
っ
た
古
込
さ
ん

が
、「
我
慢
」
し
て
暮
ら
し
て

い
た
わ
け
で
す
。
子
ど
も
で

も
、
大
人
で
も
、
施
設
は
雑
居

部
屋
か
ら
個
室
へ
そ
し
て
家
の

保
障
を
し
、
ど
こ
に
住
む
か
本

人
が
自
己
決
定
す
る
。
病
院
で

も
急
性
期
を
過
ぎ
れ
ば
「
社

会
、
地
域
」
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
退
院
も
自
由
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
短
い
お
付
き
合
い
で

し
た
が
、
古
込
さ
ん
に
学
び
な

が
ら
考
え
て
き
た
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

古
込
さ
ん
は
、
ま
さ
に
「
人

権
の
た
め
の
闘
い
」
の
闘
士
で

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。

地域で暮らすためにみんなで考えるシリーズ

井上　英夫（金沢大学名誉教授）

第10回
（全11回）

古込さんの願いと
　　　住み続ける権利

3  

家
族
の
人
権
保
障
│
親
亡
き
後
の「
公
助
」で
良
い
の
か
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制
度
は
活
用
さ
れ
て
こ
そ

『
福
祉
マ
ッ
プ
』
に
、
第
５

版
か
ら
監
修
者
と
し
て
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
第
10
版
の
出
版

を
終
え
て
、
あ
ら
た
め
て
『
福

祉
マ
ッ
プ
』
の
意
味
と
役
割
、

そ
し
て
課
題
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
た
。

社
会
保
障
は
、
人
々
の
生
活

を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。
暮
ら

し
の
中
で
は
様
々
な
問
題
に
直

面
し
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
個

人
の
努
力
で
は
解
決
で
き
な
い

も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
問
題
の
多
く
が
、
自

分
の
努
力
が
足
り
な
い
か
ら
で

は
な
く
、
自
分
の
努
力
の
範
囲

を
は
る
か
に
超
え
る
社
会
や
経

済
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
か
ら
で
す
。
病
気
、
障

害
、
貧
困
、
失
業
な
ど
い
ず
れ

も
そ
う
で
す
。
個
人
の
責
任
に

帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題

を
、
個
人
の
責
任
で
解
決
し
ろ

と
い
う
の
は
理
不
尽
で
す
。
そ

う
し
た
問
題
は
、
社
会
の
責
任

で
解
決
す
る
他
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と

が
、
当
た
り
前
だ
と
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
１
０
０

年
ち
ょ
っ
と
前
の
こ
と
で
、
そ

う
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
人
々
は
、
新
し
い
問
題
が
起

き
る
た
び
に
声
を
上
げ
、
国
や

自
治
体
を
動
か
し
て
制
度
を
改

善
し
、
新
た
な
制
度
を
実
現
さ

せ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
多
く
は
、
人
々
の
必
要

に
応
え
る
仕
組
み
で
す
が
、
他

方
で
、
費
用
を
抑
え
る
た
め
に

利
用
を
制
限
し
た
り
水
準
を
抑

え
る
対
応
が
さ
れ
て
き
た
た

め
、
制
度
は
複
雑
で
分
か
り
に

く
い
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
何
度
も
制
度
が
変
更
さ

れ
、
そ
の
た
び
に
新
た
な
ル
ー

ル
が
持
ち
込
ま
れ
て
き
た
こ
と

も
、
分
か
り
に
く
さ
を
広
げ
て

き
た
要
因
で
す
。

社
会
保
障
は
、
制
度
だ
け
つ

く
っ
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
活
用
さ
れ
て
こ
そ
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
制

度
の
複
雑
さ
、
分
か
り
に
く
さ

は
、
人
び
と
か
ら
制
度
の
利
用

を
遠
ざ
け
る
壁
に
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
制
度
の
複
雑

さ
は
簡
単
に
は
取
り
除
け
ま
せ

ん
が
、
で
き
る
だ
け
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
制
度
の
内
容
を
分

か
り
や
す
く
整
理
し
、
理
解
し

や
す
い
形
に
す
る
工
夫
は
可
能

で
す
。

壁
を
越
え
て

『
福
祉
マ
ッ
プ
』
は
、
ま
さ

し
く
そ
う
し
た
工
夫
の
産
物
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
制
度
の
解

説
本
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、『
福
祉
マ
ッ
プ
』
の
特
徴

は
、
制
度
を
最
大
限
活
用
し
て

人
々
の
生
活
の
暮
ら
し
を
支
え

よ
う
と
日
々
奮
闘
し
て
い
る
専

門
職
の
人
た
ち
が
、
日
ご
ろ
の

経
験
を
踏
ま
え
て
知
恵
を
出
し

合
い
、
作
り
上
げ
て
き
た
点
に

あ
り
ま
す
。
制
度
を
生
か
し
て

人
々
の
人
間
ら
し
く
生
き
る
権

利
を
守
る
。
そ
の
こ
と
を
共
通

の
目
標
に
掲
げ
、
取
り
上
げ
る

順
番
か
ら
、
見
出
し
、
レ
イ
ア

ウ
ト
、
コ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
ま
で

工
夫
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
本
は
、
ど
こ
を
探
し
て

も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
『
福
祉
マ
ッ
プ
』
も

ま
た
、
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
々
と
制

度
の
間
に
壁
が
あ
る
よ
う
に
、

人
々
と
『
福
祉
マ
ッ
プ
』
と
の

間
に
も
壁
が
あ
り
ま
す
。
特
に

こ
の
壁
を
乗
り
越
え
て
ほ
し
い

の
が
、
医
療
・
福
祉
の
現
場
や

自
治
体
で
働
く
人
々
で
す
。
つ

ま
り
、
権
利
の
担
い
手
で
す
。

す
で
に
、
こ
の
壁
を
取
り
除

く
努
力
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

『
福
祉
マ
ッ
プ
』
出
前
講
座
で

す
。
こ
の
取
り
組
み
を
大
き
く

広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。『
福
祉
マ
ッ
プ
』
普
及
の

た
め
で
は
な
く
、
人
々
の
権
利

を
守
り
広
げ
る
役
割
を
持
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

第
10
版
ま
で
工
夫
を
凝
ら
し

改
善
を
重
ね
て
き
た
『
福
祉

マ
ッ
プ
』
で
す
が
、
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
限
界
に
近
い
厚
さ
・

重
さ
を
ど
う
す
る
か
、
分
か
り

や
す
さ
と
正
確
さ
を
高
い
レ
ベ

ル
で
ど
う
両
立
さ
せ
る
か
、
分

野
と
世
代
を
超
え
た
課
題
に
ど

う
応
え
て
い
く
か
、
い
ず
れ
も

容
易
な
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
編
集
委
員
に
は
そ
れ
を
可

能
に
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
第
11
版
を
楽

し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

石川県保険医協会では、今年 3月に発行した『福祉マップ第10版』を使っ
た講座の講師派遣を行っています。 9月26日（木）、加賀市分

ぶん

校
ぎょう

校下社会
福祉協議会より、「高齢者の住まい・施設」をテーマに出前講座の依頼があり、
橋爪事務局員が講演しました。主催者より感想が寄せられましたので掲載い
たします。

北村喜一郎（加賀市分校校下社会福祉協議会事務局）
漠然とした不安から
今年の春、分校校下社会

福祉協議会主催で民生委員
やまちづくり関係者との話
し合いを行った際、「最近
いろんな高齢者の建物が
立っているなぁ。自分らも
年をとったら施設のお世話
にならないかんなぁ」「な
んか聞くところによると、
介護度によっては入れんと
ころもあるらしいよ」と、
漠然とした不安が会話の中で出てきました。そんな折、『石川保険医新聞』
を拝読し、出前講座があることを知り、会長に相談すると、「そんなに良い
機会があるのなら、ぜひお呼びして自分らの見聞を広げよう!」ということ
になり、とんとん拍子で講演会を開催する運びとなりました。

当日は実際に『福祉マップ』を見せていただき、「高齢者の住まい・施設マッ
プ」のページを分かりやすく、介護保険制度の経過も踏まえつつ、地元の施
設名も伝えていただきながら話していただきました。帰りに会長から「こん
な『福祉マップ』があるなんて知らなんだ。買ってみようかな」という声も
あり、事務局としてやって良かったなぁと胸を撫で下ろしました。『石川保
険医新聞』には保険医協会として様々な活動をされている様子が載っていま
すが、このような出前講座による地域貢献も素敵だなぁと感じました。先生
方のご努力に敬意を表します。ぜひこれからも県民により良い医療の提供を
お願いします。また当日講演をいただきました橋爪様、ありがとうございま
した。

多種多様な高齢者の住まい
福祉マップ出前講座

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
、
３
が
大
切
な
手
順
。
白
４
に
黒

５
で
白
死
で
す
。
黒
１
で
３
は
白
１
黒
イ

白
５
で
セ
キ
に
な
り
失
敗
。
黒
３
で
先
に

５
は
白
イ
黒
３
白
ロ
で
白
生
き
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
３
一
竜
☖
１
二
玉
☗
２
一
竜

☖
同
玉
☗
３
三
桂
☖
１
二
玉
☗

２
一
角
☖
２
二
玉
☗
３
一
銀
☖

３
三
玉
☗
４
三
金
ま
で
11
手

詰
。

〈
解
説
〉
す
ぐ
に
☗
２
一
竜
は

☖
３
三
玉
で
逃
げ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
初
手
☗
３
三
銀
も
有
力

で
す
が
、
☖
１
二
玉
と
逃
げ
ら

れ
て
と
ど
き
ま
せ
ん
。
３
手
目

☗
２
一
竜
以
下
は
手
順
の
追
詰

で
す
。将

棋
解
答

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

9
＋
8
で
、答
え
は「
17
」

（
問
題
8
面
）

成
果
を
生
か
し
、

　

 

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ

第 10回

福
祉

ア
ッ
プ

『
福
祉
マ
ッ
プ
』で

横
山

　壽
一
（
佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
）

（最終回）

ひと目でわかる社会資源マップ
充実した医療・福祉制度解説
県内市町の福祉制度一覧
施設一覧

改訂第10版

ISBN978-4-89010-744-5

C2036 ¥2315E

定価（本体2,315円＋税）

改
訂
第
10
版

■定　価　2,500円（税込、送料別）
■体　裁　A4判、399ページ
■発行日　2019年3月11日
■発　行　石川県保険医協会

※主要書店・インターネット書店でも
　販売しています。

改訂第10版

医療、生活支援、高齢者、障害
のある人、出産・子育て支援、権
利擁護などの制度について、利用者
目線で分かりやすく編集しました。
一目で分かりやすいカラーマッ

プも充実。県内市町ごとの医療・
福祉制度の一覧や福祉関連施設
一覧も掲載しています。

出前講座ご利用ください!

『 』
「出前講座」では、医療制度、高齢者の福祉・医療、障害のある

人の福祉、生活支援のための制度など、ご希望のテーマに合わ
せて、実際に『福祉マップ』の編集に携わった編集委員等を講
師として派遣いたします。

• 講師：石川県保険医協会が作成した『福祉マップ』の編集委員等
• 経費：講師料は無料です。 交通費は、 別途相談に応じます。
 ※会場の準備・手配、 参加者募集については、 貴方にてお願いします。

石川県保険医協会 電話 076（222）5373　ＦＡＸ 076（231）5156
Ｅメール　ishikawa-hok@doc-net.or.jp

詳細・申し込みについては、保険医協会までお問い合わせください。
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イジMONO通信
投稿募集

診療に役立つモノ・工夫についてぜひお寄せください!投稿は会員のほか、会員医療機関スタッフでもOK。原稿の場合は600字以内、
写真・イラストでの投稿も大歓迎です。自分で書けるかな…という方は情報提供いただければ、編集部で記事にします。

石川県保険医協会編集部　メール ishikawa-hok@doc-net.or.jp　FAX 076（231）5156

できるだけ小さく、軽く…

院長	「講演会なんかでさ、人前で
話すの好きなんだけど…」

担当K		「�なんだけど…どうしたん
ですか?」

院長	「うん。最近、発表スライド
を入れたUSBメモリーでは
なく、PCごと持参して発表
てのが増えてな…」

担当K		「 あ〜そんな流れになって
きてますよね」

院長	「ノートパソコン、デカいの
しか持ってないから、持ち
運び大変なんだよね」

担当K		「 え?車で運べばそんなに苦
にならないのでは…」

院長	「帰りに飲むから…」
担当K	「終わってからも飲み屋街で

持ち歩かねばならん…と」

担当K		「 先生、準備できました。
やってみましょう」

院長	「なんだこの小さいの…」
担当K		「 先生のアンドロイドをお

借りします。スライドの
ファイルは…」

院長	「うむ。言われた通りクラウ
ドに保存してあるからその
スマホで見れるよ」

担当K		「 では……どーぞ!!」

師長	「先生、あれから発表はうま
くいきましたか?」

院長	「いや、まだ依頼がないん
だよ」

師長	「そういえば、スライドを
使った発表って年何回くら
いあるんですか?」

院長	「ま、だいたい年 1、多い
時で年 2回かな…」

師長	「…… 1年に 1回か 2回なら飲みに行くのあきらめるか、がんばっ
てノートパソコン運んだらえーやん…」

院長	「……至言!（涙）」

院長	「おお!これはすごい!」
担当K		「�一部のスマホは本体自体

がタッチパネルになり、ポ
インターの役目をします。」

院長	「な、な、なんと!ということ
はスマホとこのちっちゃい
ケーブルだけで…」

担当K		「 はい。スライド提示が可
能です」

院長	「さらばノートパソコン。こ
れで発表終わり次第、飲み
に行けるな!」

担当K		「 そう…ですね」

1
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実際の映写。器機は左からプロジェク
ター、入力装置、アンドロイドスマホ

接続器本体。入力はUSB-C、出力は
HDMI

端子の拡大図

1988年、 モ ン ト リ
オールで開催された
IPPNW 世 界 大 会 長
は、PSG（Physicians 
for Global Survival、
IPPNW カナダ支部）
会長のメリーウイン・
アシュフォード先生
であった。先生は教
員 を さ れ て い た が、
36歳で医学部に入り、
1981年に医師となり、
反核運動に携わって
き た。1998年 に メ ル
ボルンで開催された
世界大会でIPPNW共同会長に就任、IPPNWの運動をしなやかに指導し、
世界中に出かけ、日本では2000年、第11回「反核医師のつどい」で「21世
紀におけるIPPNWの戦略と日本の反核運動に何を期待するか」を講演
した。

2006年には『ENOUGH BLOOD SHED : 101 Solutions to Violence, 
Terror and War』を著し、2007年 3 月、京都で「もう血を流さないで～
暴力とテロと戦争をなくす101の解決策」を講演。2008年には、著書を核
戦争に反対する医師の会（反核医師のつどいに参加する各県の医師の会・
個人で2005年結成）が『平和へのアクション101＋ 2 ～戦争やテロのない
世界の実現に向けて』（かもがわ出版）として、原著に広島・長崎の被爆、
憲法 9 条を加えて翻訳出版した。私は大阪での出版記念レセプションに参
加し、核戦争を防止する石川医師の会（以下、石川医師の会）総会講演を
お願いした。先生から、金沢での食事は食塩 2 グラム以下で用意してくだ
さいと言われて、病院の栄養士とメニュー、ソースなど野菜を中心に四苦
八苦したことを思い出す。
「健康の最大の敵は病気でなく、核兵器であり、戦争であり、貧困であ

る」、「女性の社会的活動が政治を動かすようになってきた」と女性の果た
す役割を強調し、世界中の具体的な取り組みを紹介し、核兵器、戦争のな
い世界が実現することをわかりやすく説いた。講演後、モントリオール大
会で原爆パネルなどを寄贈したことなどを述べると、「お互いに年を取っ
たが、核廃絶運動に永いこと取り組んでいることは素晴らしい」と返って
きた。アシュフォード先生からは、核廃絶についていろんな立場の人と話
し合うことの大切さ、社会的活動における女性の果たす役割の重要性を学
び、石川医師の会の活動にも生かしてきた。

1989年、モントリオール大会の翌年のIPPNW世界大会は広島で開催さ
れ、石川医師の会からは 7 人が参加した。それ以降、世界大会にはほぼ毎
回参加してきており、2017年、イギリス・ヨークで行われた第22回世界大
会には石川医師の会世話人の武藤一彦先生が参加した。第23回世界大会は
2020年 5 月、ケニアで開催される予定で、石川からの参加が求められて
いる。

4
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核兵器のない世界へ核兵器のない世界へ
─医師の役割を考える

第4回 石川医師の会の結成─IPPNWモントリオール世界大会へ
白﨑　良明（金沢市・内科、核戦争を防止する石川医師の会世話人）

メリーウイン・アシュフォード先生
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来年の診療報酬改定に向けた中医協の議論に係る厚労省提出資料を以下に掲
載する。前号で紹介した日以降も週 2 回のペースで「個別事項」の議論が進
んでいる。この間、がん医療、腎代替療法、臓器提供（以上10月 9 日）、感染
症、脳卒中、医療従事者の働き方（以上10月18日）、医療機器の効率的かつ有
効・安全な利用（10月23日）、治療と仕事の両立支援、救急・小児・周産期医療、
業務の効率化・合理化（以上10月25日）についての改定に向けた論点が示され
ている。なお、ここまで第 2 ラウンドの議論は、かなり各論偏重の状況であっ
たが、10月30日には「かかりつけ医」の論点（機能強化加算や地域包括診療加
算のあり方、紹介状なし大病院受診の定額負担拡大など）が提示され、医療機
関の機能分化という「本丸」の議論がいよいよスタートしている（紙幅の都合
で、10月30日以降の資料は次号以降に掲載）。

以下、上記項目ごとに厚労省が示した「論点」の部分を整理して掲載する。
（引用に当たり文章そのものには特に手を加えていない）

<個別事項（その 3 ）>（10月9日中医協）
1　がん医療の提供体制

2　腎代替療法（血液透析、腹膜透析、腎移植）の評価

3　ドナーや家族の意向に沿った臓器提供を円滑に進めるための環境整備

<個別事項（その 4 ）>（10月18日中医協）
1　感染症

2　脳卒中治療

3　医療従事者の働き方

<個別事項（その 5 ）>（10月23日中医協）
●　医療機器の効率的かつ有効・安全な利用

<個別事項（その 6 ）>（10月25日中医協）
1　治療と仕事の両立支援

2　救急医療、小児・周産期医療

3　業務の効率化・合理化

⑴  がん拠点病院加算について、がん診療連携拠点病院等の整備指針の改正等に伴
う、がん医療の提供体制の整備の実情を踏まえ、算定要件等を見直すことしては
どうか。

⑵  緩和ケア病棟入院料について、患者や家族の意向に沿った形で地域での連携を
推進する観点から、外来や在宅における緩和ケアの提供を要件とする等の見直し
について検討してはどうか。

⑶  緩和ケアに係る評価について、末期心不全の患者に係る取組の進捗状況等を踏
まえ、算定対象及び算定要件等を見直すこととしてはどうか。

⑴  腎性貧血治療に係る評価について、ESA製剤のバイオ後続品等の実勢価格も
踏まえた評価の見直しを行うとともに、HIF-PHD阻害薬を用いる場合の評価に
ついては、HIF-PHD阻害薬の有用性や薬価等を踏まえ、新たな診療報酬点数の
評価体系を設けることについて、どのように考えるか。併せて、療養病棟入院料
等については、人工腎臓が出来高で算定できることを踏まえ、HIF-PHD阻害薬
を出来高で算定できることとしてはどうか。

⑵  人工腎臓等の評価について、日本における腎移植の現状を踏まえ、慢性腎臓病
の患者に対し、移植を含めた腎代替療法に関する情報提供をより推進するという
観点から評価を見直すことについて、どのように考えるか。

⑶  腹膜透析患者が血液透析の併用を行う場合の評価について、患者の利便性や臨
床実態を踏まえ、自施設以外でも血液透析が実施可能となるよう要件等を見直す
ことについて、どのように考えるか。

⑷  バスキュラーアクセス（シャント）に係る処置の評価について、多くが外来で
実施されている状況や短時間で可能な手技であり、局所麻酔で可能な手技である
ことを踏まえ、他の手技との難易度や緊急性等との比較の観点から、適切な評価
とすることについて、どのように考えるか。一方、シャントの狭窄・閉塞を繰り
返す透析患者が一部存在することや他施設も含めた管理が行われている実態を踏
まえ、算定要件を見直すことについて、どのように考えるか。

•  臓器提供時の臓器提供施設や担当医の負担が大きいことを踏まえ、ドナーや家
族の意向に沿った臓器提供を更に円滑に進めていくという観点から、更なる評価
を行うことについて、どのように考えるか。

・  小児抗菌薬適正使用支援加算について、抗菌薬の使用状況や算定状況、小児の
受療頻度等を踏まえ、対象年齢や算定頻度等の算定要件を見直すこととしてはど
うか。

•  急性期脳梗塞の治療法の現状や地域の医療提供体制、学会による治療指針の改
訂等を踏まえ、治療を行う医療機関を適切に評価する観点から、超急性期脳卒中
加算の施設基準や算定要件等を見直すことについてどのように考えるか。

⑴  院内の労務管理・労働環境改善のためのマネジメントの実践について、今後全
ての医療機関においてマネジメントの実践が求められることや働き方と医療安全
との関係を踏まえ、基本診療料等における評価の在り方についてどのように考え
るか。

⑵  医師事務作業補助体制加算等の診療報酬項目において作成を求めている医療従
事者等の負担の軽減及び処遇の改善に資する計画について、医師の時間外労働規
制に係る検討状況を踏まえ、見直しを検討してはどうか。

⑴  CT・MRIの共同利用
①  CT・MRIの効率的な利用について、共同利用の一層の推進を図ることにつ

いて、どのように考えるか。
②  また、CT・MRIの安全な利用について、診療報酬算定にあたって、保守点

検を要件とすることについて、どのように考えるか。
⑵  ポジトロン断層撮影の共同利用

•  ポジトロン断層撮影のより効率的な利用を促進する観点から、ポジトロン断
層撮影を受けるために、入院中の患者が他医療機関を受診した場合、患者が入
院している医療機関が算定する入院基本料等の減額について、高度な放射線治
療機器と同様に取扱いを緩和することをどのように考えるか。

⑶  ガイドラインに基づく画像検査の利用
•  画像検査を有効かつ安全に実施する観点から、ガイドライン等に基づく画像

検査の実施をさらに推進していくために、画像検査の適正利用に資する診療を
評価することについて、どのように考えるか。

⑷  超音波検査の活用
①  超音波検査において、多臓器を精査する場合や単一臓器を検査する場合もあ

ることを踏まえ、実状に応じた評価を適切に行う観点から、領域別に評価する
ことについて、どのように考えるか。

②  超音波検査の結果の取り扱いについてどのように考えるか。
③  パルスドプラ法等、日常診療の中で、一般的に行われるようになった超音波

検査の評価をどのように考えるか。

•  療養・就労両立支援指導料について、治療と仕事の両立支援を推進する観点か
ら、現行の算定要件や算定状況を踏まえ、評価の在り方や対象疾患の見直しを検
討してはどうか。

⑴  救急医療
①  救急医療管理加算は、緊急に入院が必要な重篤な患者に対する医療を評価す

る項目であるが、現行の加算 1 の対象患者の状態にばらつきがあることや、加
算 2 の算定が増加傾向にあることを踏まえ、対象患者の要件についてどのよう
に考えるか。

②  救急医療体制について、救急搬送件数と従事する医師数の関係等も踏まえ、
救急搬送の件数や重症度に応じた適切な体制を確実に整備する観点から、どの
ような対応が考えられるか。

③  救急医療体制の充実とともに、救急部門におけるタスク・シフト/タスク・
シェアリングの観点から、専任の看護師配置の実態を踏まえ、現行の施設基準
についてどのように考えるか。

⑵  小児・周産期医療
•  新生児特定集中治療室管理料及び総合周産期特定集中治療室管理料 2 につい

て、いずれも新生児特定集中治療室に対する評価であることを踏まえ、評価の
在り方について検討してはどうか。

⑴  書類作成・研修要件の合理化
①  医療従事者の負担軽減及び業務効率化の観点から、医師等に求めている診療

録等の記載について、簡素化を行う方向で検討を進めてはどうか。
②  医療従事者の負担軽減及び業務効率化の観点から、施設基準で求める院内研

修の内容等について、質の担保を考慮したうえで、簡素化する方向で検討を進
めてはどうか。

⑵  医療機関と薬局の連携による業務の効率化
•  医療機関における医師等の医療従事者の負担軽減や患者の待ち時間の短縮等

の観点から、薬局から医療機関への問合せの簡素化の取組を推進することにつ
いてどう考えるか。

⑶  診療報酬明細書の記載及び地方厚生（支）局への届出に当たっての業務の効率化
① レセプト摘要欄の記載事項の選択式化

ア  医療従事者の負担軽減や業務効率化の観点から、レセプト摘要欄に手入力で
記載を求めていた事項のうち、撮影部位等について選択式記載としてはどうか。

イ  また、レセプトに表示される際に、どの診療行為に対するコメントか分か
るような記載（所要のコードを設定）としてはどうか。

②  歯科診療報酬明細書様式の見直し
ア  医療従事者の負担軽減や効率的な事務の推進のため、歯科診療報酬明細書

を、算定日順に整理した様式に見直し、摘要欄への記載を簡素化できるよう
にしてはどうか。

イ  医療現場への影響を鑑み、改修等に対して経過措置を設けてはどうか。
ウ  紙媒体による手書き請求に限定して、当面の間、従前の様式でも差し支え

ないこととしてはどうか。
③  地方厚生（支）局への届出の簡素化

ア  医療従事者の負担軽減及び業務効率化の観点から、届出に係る様式の簡素
化や添付資料の低減等の取組をさらに進めることとしてはどうか。

イ  事業所の負担軽減及び業務効率化の観点から、変更届出の内容等について
検討を進めてはどうか。

速報 中・医・協・資・料─「第２ラウンド」の議論が週２回ペースで進行中
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で
要
旨
が
書
か
れ
て

い
た
。

午
後
は
、
金
館
長
、
楊
副
館

長
と
懇
談
。
以
前
は
日
本
人
の

来
館
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
最

近
は
韓
国
か
ら
の
来
館
が
最
も

多
い
と
の
こ
と
。
わ
れ
わ
れ
が

訪
れ
た
時
も
韓
国
か
ら
若
い
人

た
ち
が
た
く
さ
ん
訪
れ
て
い

た
。
15
年
戦
争
と
日
本
の
医
学

医
療
研
究
会
北
陸
支
部
の
池
田

事
務
局
長
が
最
近
の
活
動
報

告
と
し
て
、
名
簿
に
基
づ
く

元
隊
員
の
調
査
結
果
を
報
告
。

金
館
長
は
、「
時
間
が
な
い
の

で
、
早
く
日
本
全
国
で
取
り
組

む
べ
き
だ
」
と
述
べ
て
い
た
。

懇
談
の
あ
と
、
発
掘
さ
れ
た
ロ

号
棟
（
四
方
楼
）
や
、
以
前
か

ら
あ
る
凍
傷
実
験
室
、
黄
ネ
ズ

ミ
の
保
管
庫
、A

BC

企
画
の

非
戦
平
和
の
碑
な
ど
を
見
て
ま

わ
っ
た
。

３
日
目

午
前
中
は
、
東
北
烈
士
記
念

館
、
安
重
根
記
念
館
に
。
東
北

烈
士
記
念
館
は
東
北
地
方
の
抗

日
闘
争
の
歴
史
記
念
館
。
以
前

来
た
時
と
あ
ま
り
変
化
は
見
ら

れ
ず
、
相
変
わ
ら
ず
、
英
語
や

日
本
語
の
表
記
は
な
く
中
国
語

の
み
。
ま
た
、
ノ
ー
マ
ン
・
ベ

チ
ュ
ー
ン
な
ど
に
関
す
る
展
示

も
皆
無
で
あ
っ
た
。

伊
藤
博
文
を
ハ
ル
ピ
ン
駅
で

射
殺
し
た
安
重
根
の
記
念
館
は

新
し
く
な
っ
た
ハ
ル
ピ
ン
駅
の

一
区
画
に
あ
り
、
質
素
な
展
示

な
が
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

ま
っ
て
い
た
。
義
挙
（
テ
ロ
）

を
な
し
た
の
も
、
死
刑
に
な
っ

た
の
も
中
国
だ
が
、
義
挙
は
朝

鮮
の
抗
日
独
立
運
動
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
午
後

は
、
旧
日
本
領
事
館
、
旧
桃
山

小
学
校
を
車
窓
か
ら
見
学
し
、

松
花
江
の
辺
り
や
中
央
大
街
を

散
策
し
た
。

７
３
１
部
隊
に
よ
る
医
学
犯

罪
に
対
し
て
は
、
い
ま
だ
正
式

な
謝
罪
が
日
本
政
府
か
ら
も
日

本
医
師
会
か
ら
も
な
さ
れ
て
い

な
い
。
私
た
ち
と
金
館
長
と
の

つ
な
が
り
が
あ
る
限
り
、
こ
の

よ
う
な
ツ
ア
ー
を
継
続
し
、
若

い
医
療
人
や
医
療
を
志
す
若
者

た
ち
に
繋
い
で
い
き
た
い
と
思

う
。
次
回
は
是
非
、
平
均
年
齢

を
下
げ
、
医
系
学
生
を
数
人
連

れ
た
ツ
ア
ー
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
津
波
、
そ
し

て
原
発
事
故
へ
の
繋
が
り
を
体

験
す
る
中
で
、
私
た
ち
は
原
発

の
み
で
は
な
く
、
核
そ
の
も
の

に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
し
た

よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
守
る
側
と
な
く
す
側
の
人
間

世
界
の
対
立
に
、
人
間
の
良
識

と
非
常
識
の
存
在
を
垣
間
見
る

機
会
も
得
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
大
発
見
は
、
原
子
力
と

い
う
「
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」

と
、
非
人
道
的
な
兵
器
「
原
子

爆
弾
」
を
作
り
だ
し
た
人
類
へ

の
、
自
ら
の
存
亡
を
か
け
た
決

断
が
待
ち
構
え
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
人
は
何
を
選
ぶ
の

か
？　

次
世
代
へ
の
遺
産
を
ど

う
選
ぶ
の
か
？　

人
類
が
生
態

系
の
頂
点
に
立
つ
と
自
覚
す
る

な
ら
ば
、
地
球
上
の
生
物
す
べ

て
の
存
亡
に
か
か
っ
た
重
大
な

決
断
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
か
ら
、
日
本
を
学
び
た
い

と
、
い
ま
当
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
中
の
15
歳
の
留
学
生
が
い

る
。
彼
に
、
漫
画
『
は
だ
し
の

ゲ
ン
』
の
英
語
版
『Barefoot 

Gen

』（
全
10
巻
）
を
手
渡
し

た
と
こ
ろ
、
３
日
で
読
破
し

た
。
彼
は
、
そ
の
感
想
を
一
言

「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
で
片
付

け
た
が
、
ど
う
お
も
し
ろ
か
っ

た
の
か
、
英
文
で
よ
い
か
ら
書

い
て
ほ
し
い
、
と
注
文
を
出
し

た
。
米
国
内
で
は
、
米
国
に
よ

る
日
本
へ
の
原
爆
投
下
が
戦
争

終
結
を
早
め
た
と
い
う
評
価
で

片
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
米
国

生
ま
れ
の
詩
人
ア
ー
サ
ー
・
ビ

ナ
ー
ド
氏
の
よ
う
に
、
原
爆
投

下
の
真
実
に
迫
る
米
国
人
も

い
る
の
だ
。
留
学
生
の
彼
に

は
『Barefoot Gen

』
を
読
ん

で
感
じ
た
、
そ
の
ま
ま
を
教
え

て
ほ
し
い
。
そ
の
物
語
は
、
原

爆
投
下
後
の
日
本
の
悲
劇
を

綴
っ
た
も
の
だ
。
ゲ
ン
を
正
し

く
読
み
解
く
人
が
増
え
る
こ
と

が
、
核
兵
器
根
絶
に
繋
が
る
だ

ろ
う
。

さ
て
、
最
近
の
報
道
で
、
自

治
体
と
電
力
会
社
幹
部
の
金
の

流
れ
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
、
原

発
は
金
の
実
が
な
る
木
で
あ

る
。
ケ
タ
外
れ
の
大
金
の
贈

与
は
人
間
の
判
断
を
狂
わ
せ

る
。
本
来
の
仕
事
で
あ
る
電
気

事
業
に
専
念
す
る
気
持
ち
が
な

い
の
な
ら
、
心
の
安
ら
ぎ
に
満

た
さ
れ
た
幸
せ
は
訪
れ
な
い
だ

ろ
う
。
利
権
と
い
う
大
き
な

金
の
流
れ
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
ま
っ
と
う
な
人
生
を
歩

ん
で
ほ
し
い
も
の
だ
。
日
本
全

国
、
ほ
か
に
も
こ
の
よ
う
な
金

銭
の
授
受
が
あ
る
な
ら
ば
、
早

急
な
解
明
が
必
要
で
あ
る
。
少

な
く
と
も
、
金
銭
の
多
寡
が
核

問
題
の
議
論
の
流
れ
を
左
右
す

る
状
況
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
日
本
に
と
っ
て
、
ま
た
、

そ
の
未
来
に
と
っ
て
、
引
き
継

ぐ
子
ど
も
た
ち
に
負
の
遺
産
を

残
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
て
選
択
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
負
の
遺
産
が

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
人
類
の

希
望
を
削
ぐ
こ
と
に
な
り
、
そ

れ
は
人
類
の
貧
困
を
増
強
し
、

争
い
の
多
い
地
球
の
再
現
に
至

ら
し
め
る
。
逆
に
考
え
れ
ば
、

核
か
ら
の
脱
却
こ
そ
が
人
類
と

地
球
の
再
生
に
繋
が
る
こ
と
を

銘
記
し
た
い
。

原
発・核
開
発
の
現
状
に
思
う

原
発・核
開
発
の
現
状
に
思
う

武
藤

　一
彦
（
白
山
市
・
小
児
科
）

│
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

 

何
を
残
せ
る
の
か
│

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その56

シリーズ

完成したばかりの侵華日軍罪証陳列館新館
の前で記念撮影

731部隊の人体実験などについて
謝罪の思いを表明するために日本
ABC企画が建てた「謝罪と不戦
平和の誓い」碑

会員寄稿

横山　隆（羽咋市・外科、2019年北陸戦医研・
 日本キリスト者医科連盟有志合同訪中団団長）

ハルピン７３１部隊ツアー
オープンしたての侵華日軍罪証陳列館新館も見学

ハルピン駅と安重根記念館

漫才協会、落語協会、保健物理学会に所属。
第22回平和・協同ジャーナリスト基金奨励賞を受賞。 

漫才を武器に原発事故を追い続ける!漫才を武器に原発事故を追い続ける!
第17回原発・いのち・みらいシリーズ講演会

芸人・記者おしどりマコ・ケンの
原発事故取材報告

まず知ることが
　　社会を変える!
まず知ることが
　　社会を変える!

2019年 
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原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

小島　登（内灘町・歯科）

　ぼるくん　ぼるくんのの 　界を歩く　界を歩く世世
もう一度マウントクックを歩こうもう一度マウントクックを歩こう
《第3回》ニュージーランド編③

会員リレーエッセー� ◆◆242◆◆

私
は
３
月
に
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
を
辞
し
、
４
月
か
ら
城

北
病
院
で
血
管
外
科
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
当
科
は
ま
だ
私

一
人
な
の
で
大
き
な
手
術
は
で
き
ず
、
シ
ャ
ン
ト
や
下
肢
静

脈
瘤
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
な
ど
を
診
療
し
て
い
ま
す
。
ま

た
全
身
血
管
ド
ッ
ク
を
新
設
し
ま
し
た
。
詳
細
は
当
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

出
身
は
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
焼
き
そ
ば
で
名
を
は
せ
た
富
士
山

麓
の
富
士
宮
市
。
趣
味
は
テ
ニ
ス
と
農
作
業
で
、
週
末
は
土

や
野
菜
、
空
模
様
と
も
対
話
し
な
が
ら
過
ご
し
、
畑
で
は
ナ

ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
大
根
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
を

作
っ
て
い
ま
す
。

畑
か
ら
は
自
然
の
偉
大
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
晴

れ
な
ら
作
事
は
楽
で
す
が
、
雨
が
降
ら
な
い
と
作
物
は
育
ち

ま
せ
ん
。
ま
た
最
近
の
気
象
は
異
常
で
、
作
物
の
悲
鳴
が
聞

こ
え
ま
す
。
台
風
19
号
を
筆
頭
に
、
気
象
変
動
の
報
道
で
は

「
未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
」
と
か
「
何
十
年
に

一
度
の
」
な
ど
の
枕
詞
が
頻
繁
に
使
わ
れ
、
洪
水
・
高
潮
・

強
風
に
備
え
る
方
法
が
議
論
さ
れ
ま
す
が
、
な
ぜ
異
常
気
象

が
起
き
た
か
に
言
及
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
多
分

本
当
は
皆
さ
ん
気
付
い
て
い
る
の
で
す
、
過
剰
な
化
石
燃
料

消
費
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
一
現
象
で
あ
る
こ
と
を
。

古
い
話
で
恐
縮
で
す
が
、
私
の
小
・
中
学
時
代
に
30
度
を

超
え
る
日
は
年
に
数
日
で
し
た
。
し
か
し
今
で
は
ご
く
普
通

で
、
40
度
超
え
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
が
初
め

て
地
球
温
暖
化
を
実
感
し
た
の
は
案
外
？
早
く
、
沼
津
で
の

高
校
時
代
で
す
。
あ
る
ラ
ー
メ
ン
屋
の
ク
ー
ラ
ー
の
室
外
機

か
ら
吹
き
出
し
て
き
た
熱
風
が
顔
を
直
撃
し
、
な
ぜ
室
内
を

冷
や
す
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
大
気
を
熱
す
る
の
か
？　

私
の
顔
に
邪
悪
な
風
神
の
如
く
熱
風
を
吹
き
付
け
る
と
は
何

事
か
と
憤
慨
し
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
高
校
ま
で
ク
ー
ラ
ー
を

見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
し
、
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
す
。

先
日
、
吉
野
彰
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
人
類
は
自
然
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
手
に
入
れ
、
さ

ら
に
先
生
の
お
か
げ
で
そ
れ
を
貯
め
る
技
術
も
得
た
わ
け

で
、
今
こ
そ
化
石
燃
料
か
ら
脱
却
す
る
良
い
機
会
で
す
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
16
歳
の
少
女
、
グ
レ
タ
さ
ん
も
訴
え
て
い
ま

す
。
最
初
の
一
歩
が
大
事
で
す
。
今
こ
そ
化
石
燃
料
の
支
配

か
ら
抜
け
出
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
の
異
常
気
象

遠
藤
　
將
光
（
金
沢
市
・
血
管
外
科
）

２
月
19
日（
日
）快
晴

朝
、
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
へ
移

動
。
迎
え
は
７
時
40
分
の
予
定

が
、
８
時
過
ぎ
て
も
来
ず
ヤ
キ

モ
キ
。
現
地
ガ
イ
ド
や
カ
ス

タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
電
話
す

る
。
50
分
ほ
ど
遅
れ
て
無
事
出

発
。
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
フ
ル
ー

ツ
シ
ョ
ッ
プ
に
立
ち
寄
る
。
プ

ラ
ム
類
が
大
量
に
。
量
り
売
り

で
、
小
さ
い
が
う
ま
い
。
巨
大

な
松
ぼ
っ
く
り
、
食
べ
る
の
か

な
？ハ

ミ
テ
ー
ジ
ホ
テ
ル
に
到

着
。
快
晴
。
今
年
に
入
っ
て

ず
っ
と
寒
く
天
気
が
悪
か
っ
た

そ
う
だ
。
建
物
が
近
代
的
に
な

り
、
一
部
10
階
建
て
に
な
っ
て

い
た
。
ホ
テ
ル
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
ア
ル
パ
イ
ン
で
昼
食
、
バ
イ

キ
ン
グ
。
部
屋
は
９
階
、
眺
め

は
最
高
。
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
が

見
え
た
り
、
雲
に
隠
れ
た
り
。

休
憩
後
、
氷
河
湖
ツ
ア
ー

へ
。
バ
ス
10
分
、
歩
き
30
分
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ

け
、
大
自
然
が
つ
く
り
だ
し
た

タ
ス
マ
ン
氷
河
湖
を
１
時
間
の

ゴ
ム
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
体
験
。

水
面
に
顔
出
す
氷
山
は
１
割
だ

け
。
密
度
の
高
い
氷
晶
。
湖
の

先
端
を
堰
き
止
め
る
絶
壁
モ

レ
ー
ン
は
、
氷
河
の
巨
大
な
力

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
。
夕

食
も
ホ
テ
ル
内
の
ア
ル
パ
イ
ン

に
て
。
食
後
の
散
歩
。
20
年
前

に
来
た
時
は
ル
ピ
ナ
ス
が
一
面

に
広
が
っ
て
い
た
が
、
か
な
り

駆
除
さ
れ
て
い
た
。

２
月
20
日（
月
）快
晴

今
回
の
旅

行
の
目
的
は
、

「
も
う
一
度
マ

ウ
ン
ト
ク
ッ

ク
を
歩
こ
う
」

だ
。
９
時
、
ホ

テ
ル
前
で
ガ
イ

ド
さ
ん
と
準
備

体
操
。
世
界
の

山
岳
ガ
イ
ド
を

目
指
す
若
者

ガ
イ
ド
と
私

た
ち
夫
婦
二

人
の
贅
沢
な

フ
ッ
カ
ー
バ

レ
ー
ハ
イ
キ
ン

グ
。
往
復
14
km
、
６
時
間
、
標

高
差
１
３
０
m
。
比
較
的
な
だ

ら
か
な
コ
ー
ス
。
澄
み
き
っ
た

青
空
、
一
条
の
雲
、
降
り
注
ぐ

紫
外
線
、
さ
わ
や
か
な
風
。
雪

を
頂
く
山
々
の
絶
景
や
タ
ス
マ

ン
氷
河
湖
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
氷
河

湖
を
眺
め
、
木
々
や
花
々
に
足

を
止
め
、
す
れ
違
う
人
た
ち

に
「
モ
ー
ニ
ン
」
の
声
を
か

け
、
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
な
が
ら

歩
く
。
春
の
花
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ

ク
・
リ
リ
ー（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
）、

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
デ
イ

ジ
ー
、
夏
の
花
ラ
ー
ジ
・
マ
ウ

ン
テ
ン
・
デ
イ
ジ
ー（
キ
ク
科
）、

秋
の
花
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ジ
ェ
ン

シ
ャ
ン
（
リ
ン
ド
ウ
の
仲
間
）

も
楽
し
む
。

吊
り
橋
を
渡
る
と
、
ア
オ
ラ

キ
・
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
が
近
づ

い
て
く
る
。
フ
ッ
カ
ー
氷
河
湖

に
到
着
。
大
賑
わ
い
。
20
年
前

よ
り
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
湖
面
に
浮

か
ぶ
氷
山
の
一
角
を
取
っ
て
も

ら
い
、
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
に
。
大

自
然
の
中
で
の
１
杯
は
格
別
。

氷
に
溶
け
込
ん
だ
３
０
０
年
前

の
空
気
の
泡
も
楽
し
む
。
雄
大

な
自
然
の
中
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ラ

ン
チ
。
食
後
は
ガ
イ
ド
さ
ん
が

シ
ン
グ
ル
バ
ー
ナ
ー
で

沸
か
し
た
お
湯
で
入
れ

て
く
れ
た
コ
ー
ヒ
ー

で
、
の
ん
び
り
幸
せ
な

時
間
を
過
ご
す
。
帰
り

道
。
ズ
ー
ッ
と
居
た
い

け
ど
、
名
残
惜
し
い
け

ど
。
ホ
テ
ル
に
到
着
。

２
月
21
日（
火
）曇
り

朝
起
き
る
と
、
マ

ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
は
雲
に
隠
れ

て
い
た
。
10
時
に
ホ
テ
ル
を

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。
ホ
テ
ル
内

の
サ
ー
・
エ
ド
モ
ン
ド
・
ヒ
ラ

リ
ー
・
ア
ル
パ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

に
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
を
観
る
。
の
ん
び
り
過
ご

し
、
14
時
半
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
へ
バ
ス
移
動
。
マ
ウ

ン
ト
ク
ッ
ク
は
雲
に
隠
れ
て
い

る
が
、
心
に
見
え
る
。
晴
れ
て

い
た
の
は
３
日
間
。
グ
ッ
ド
タ

イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
デ
カ
ポ

湖
、
善
き
羊
飼
い
の
教
会
で
ひ

と
休
み
。
19
時
半
、
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
到
着
。
ホ
テ
ル
内

レ
ス
ト
ラ
ン
で
フ
ラ
ワ
ー
デ
ィ

ナ
ー
。
地
元
の
人
が
、
何
か
の

集
ま
り
で
楽
し
く
歌
っ
て
踊
っ

て
い
た
。

２
月
22
日（
水
）

早
朝
５
時
起
床
、
７
時
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
発
、
10
時
半

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
発
で
帰
路
へ
。

囲 碁

（解答は 4 面にあります） （解答は 4 面にあります）

黒先　（7分で二、三段以上）
〈ヒント〉 ダメヅマリにして仕留めますが、
 手順に注意して下さい。

■出題　九段　石榑郁郎

〈ヒント〉初手に注意する。
 （10分で三段）

■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え4面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独3 4 1 □
7 1

6 7 2
2 7 5
4 8 9 3

1 □ 6 2
9 7 8

4 5
2 9 3

クルーズでは氷河の壁が目の前に

雄大なマウントクックを背景に
記念撮影

ガイドさんが湖面に浮かぶ氷山のかけらを取ってくれた

石 川 保 険 医 新 聞 2019年11月15日（毎月15日発行）（8）第571号


